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共働事業提案制度 事業提案

事業の名称：子どもたちの夢と希望を醸成するこどもの居場所づくり事業

～子どもに寄り添うこども食堂～

テーマ型事業

課題テーマ：「子どもの貧困対策」

～すべての子どもたちが夢と希望をもって成長していける地域をめざして～

●市担当課：こども・若者政策課
●提案団体：特定非営利法人チャイルドケアセンター



子どもの貧困は深刻な社会問題です。家庭の経済状況によって子どもたちの環境が大きく異なり、教育や健康、

将来の可能性に大きな影響を及ぼしています。貧困の連鎖を断ち切るため、社会全体でこの問題に取り組む必

要があります。

子どもの貧困問題

子どもの貧困の原因 地域社会の役割

・地域コミュニティ
・学校との連携
・ボランティア活動
・地域拠点の活用

地域の居場所・つながり
づくり
●こども食堂
●フードパントリー・・・

●家庭環境の影響
●教育の機会の差
●社会制度の不備

行政と共働 解決方策



事業の目的

• すべての子どもたちに、人や社会と関わる力、社会で自分らしく
生き抜く力を伸ばす支援を、行政、地域、NPOなど市民の方々と
共働で取り組み、「地域のみんなで子どもを守り、育てる社会」
をつくることで、子どもの貧困問題の解消を目指していきます。



共働事業の基本スキーム



事業の内容

大野城市こども食堂ネットワークの開催（こども食堂についての情報提供・研修）

こども食堂コーディネーターの設置（運営に関する相談・情報提供）

ひとり親家庭などへのサポート事業（食材配布・アウトリーチ型支援）

大野城市版「こども食堂マニュアル」の作成、活用（支援先へのつなぎ方にも言及）



事業の取組み

こども食堂ネットワーク会議

●第１回会議 発足式・意見交換

●第２回会議 事例報告、防災講座

コーディネーター業務

●公民館訪問・情報交換

●こども食堂相談

ひとり親家庭へのサポート

●おれんじパントリー

こども食堂マニュアルの作成

●「困りごとを抱えた子ども」などの相談先

実行委員会（１１回開催）



第１回 こども食堂ネットワーク会議
令和５年７月２４日(月)10:00-11:30：まどかぴあ 多目的ホール

井本市長の挨拶 ㊧コーディネーターの任命
㊤参加者による意見交換

参加者全員の集合写真
（計７８名参加）



第２回 こども食堂ネットワーク会議
令和５年１２月７日(木)10:00-12:00：大野城心のふるさと館 講座学習室

災害時におけるこども食堂の役割に
ついて意見交換

ふれあい平野食堂の事例報告
（平野台区 永野元生区長）



コーディネーター業務

こども食堂に出向き、衛生管理や情報発信
の手段について情報交換（瓦田公民館）

開設準備の相談（中大利公
民館）

福岡県コラボステーションから研修生
受け入れ（エフコープ太宰府支所：こ
ども食堂へ食材等を配布）



ひとり親家庭へのサポート

ひとり親家庭へのサポート事業のスキーム

㊧おれんじパントリーの案内チラ
シ
㊤受取りの様子（12月と2月に計
4回開催:延べ117世帯が参加）



こども食堂マニュアルの作成

※「困りごとを抱えた子ども」などの相談先について、マニュアルに記載

※こども食堂等からの支援が必要な場合に、市の関係課で構成する会議で
検討できる体制をとっている。



新たに見えてきた課題

ひとり親家庭への

サポート

• 対象家庭へのアプローチ

• アウトリーチ型支援

こども食堂の

安定運営

• 行政、社協の支援（公助）

• 人、資金の確保（自助）

コーディネーター
の役割

• こども食堂へ寄り添う体制
づくり（公民館＋民間）

• 知識、スキルの向上



今年度の取組み

これまでの事業を
グレードアップ

・こども食堂ネットワーク会議

・コーディネーターの設置

・ひとり親家庭へのサポート

市、NPOが共働で

こども食堂マップ

を作成

こども食堂の場所、活動内容を
示した地図

さらに



将来の展望

子どもの居場所づくりは地域づくり

例えば
・公民館を子どもを真ん中に据えた場所に
する取組み
・不登校児童、生徒が創造力を育てること
ができる場を増やす取組み


